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資料１ 



情 報 判 定 シ ー ト

①健康被
害の未然
防止

②危害の
拡大防止

③正しい
情報提供

○ ○ ○ ○ ○ ○

給食施設における食物アレルギー防止対策と思われますが、実際
学校給食で起こっている食物アレルギーの原因は学校でのシステ
ムの問題から起こっているように思われます。昨年の調布市の学校
給食の死亡事故は、食物アレルギーの児童と健常児童の給食をわ
けてつくっていたにも拘わらず、健常児童の給食をアレルギー児童
が食べてしまい起こってしまったように小児アレルギー学会で報告さ
れています。学校給食の総合的な予防を考えた方がよろしいかと思
います。

× ○ ○ ○ ○ ○

都民には既にある程度知られている課題ではあるが、現実的には
危険な事例が続いている。今回の提案は、食物アレルギーの予防
対策の一面であるが、事例検討を含めて他の防止策も行う必要が
ある。
食物アレルギーの基礎的面も知ることが予防につながるかもしれな
い。

○ ○ △ ？ ？ ×

給食施設における実験で小麦粉の飛散がかなり広範囲に及ぶこと
や、ボウルの中での牛乳の残留が確認されたことがわかったが、で
はどのようにそれらを完全に無くしていくかという具体策はまだはっ
きりとは示されておらず、これを都民に対してどのように情報提供し
たり、私達が検討すれば良いのかわからない。
（また、シャーレに飛び散った小麦粉の量でアレルギーをおこす子
供であれば、同じ部屋で小麦を扱った食品を食べる子供と同席で
の食事は出来ないのではないか？（そもそも同じ施設で食事提供
出来ないのではないか？））

○ △ ○ ○ ○ ○

給食施設における食物アレルギー防止には、調理から提供までの
各過程での対策が実践的と考えられる。今回の収集情報は、給食
施設調理現場におけるアレルゲンのコンタミネーションの実態を示
す一方、その改善策も提示している。
アレルギー対応食にアレルギー物質は検出されなかったとのことな
ので、適切な方法での情報提供により、消費者の不安を煽ることな
く、調理従事者の意識向上・危機管理につながり、健康被害の未然
防止に役立つと考えられる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

事務局で収集された情報でも指摘されているとおり、給食施設にお
ける事故の現状などを鑑み、早急に情報提供することが必要である
と考えます。
しかも、保健所等公的機関から発信されている検討に見合う情報も
そろっているので、本委員会で検討すべき案件であると考えます。

自由意見

情報収集の視点
④検討に
見合う情
報か

⑤総合的
な検討の
必要性

⑥緊急な
情報提供
の必要性
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給食施設における食物ア
レルギー防止対策につい
て

題　　名



判定の方法について
※　判定が難しい場合には、無理には判定は行わず、自由意見の欄に御意見をお願いいたします。

Ⅰ 　判定に当たっての視点は、情報収集の視点と同じとし、以下の三点とします。
　①、②、③それぞれについて、該当すると思われるものには「○」、該当しないと思われるもの
には「×」、どちらとも言えないものには「△」を御記入ください。

①健康被害の未然防止の視点
　現在、健康被害は生じていないが、都の実態調査における汚染実態や外国等での健康被害の発生
などから、将来、都民への影響が考えられるもの

②危害の拡大防止の視点
　以前から危害が知られている、あるいは危害は顕在化していないが健康被害の端緒が見られてい
るもので、迅速かつ的確な対応を図ることにより、被害を最小限にとどめることができる可能性の
あるもの

③都民への正しい情報提供の視点
　リスクの程度や健康影響についての情報が必ずしも十分に得られていないために、都民生活に不
安や影響を及ぼすおそれのあるもの

Ⅱ ①～③のいずれかに「○」がついた場合、④についても御検討をお願いします。
　　　（①～③のいずれにも「○」がつかなかった場合は、④以降の作業は行いません。）

④検討に見合う情報がある（量・質等）。
　国や海外等における対応状況や情報源の信頼性等を判断の要素として「○」か「×」を御記入く
ださい。

Ⅲ ④で「○」がついた場合、⑤、⑥についても御検討をお願いします。

⑤評価委員会で総合的な検討を要する情報か（情報提供の方法の検討も含む。）。
　評価委員会（本委員会）での検討の必要性について、「○」か「×」を御記入ください。
　なお、「○印」がついたもののうち、評価委員会で検討すべきと感じる情報を３つお選びいただ
き、上位から順に１～３の番号をお付けください。

⑥特に緊急に都民に提供する必要がある情報か。
　情報提供の必要性について、情報の質、都民生活との関係等を判断の要素として「○」か「×」
を御記入ください。

（例）限られた情報であるため、現時点で情報提供すると混乱を招くと考えられる→×、
　　　都民生活に密着しており、提供することで特に都民の利益につながると考えられる→○

※この他、お気づきの点などがありましたら、一番右の「自由意見」の欄に御意見をお願いいたします。


